
令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．未来型図書館等複合施設整備について

(1) 実施方針など基本的な考え方について

・施設整備について

・管理運営費について

・未来型図書館が目指すコンセプトについて

２．経済，物価高騰対策について

・国からの重点支援地方交付金について

・給食費無償化で浮いた財源で子育て支援ができないか

・家計への負担軽減にスピード感を持って予算措置できな

いか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

1 ○ 川崎　順次

（12月９日　１番～８番 ・ 12月10日　９番～13番 ・ 12月11日　14番～18番）



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．防衛装備品関連産業の誘致と地域産業強化に向けた取組

・小松市の産業立地環境と国の動向について

・防衛装備品関連企業への誘致策について

・地元企業の参入支援と地域経済への影響について

・日本海溝・千島海溝と南海トラフ巨大地震を見据えた拠

点性の強化について

２．防災庁地方拠点誘致と災害対応強化の取組

・防災庁地方拠点の誘致に向けた市の姿勢について

・危機管理体制と災害対応力の総合的な底上げについて

・多機能連携について

・小松市が目指す将来像について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

2 ○ 梅田　利和



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．ふるさと小松の魅力アップのために

(1) 小松空港の活用について

・国際線について（経緯と現状，可能性）

・国内線について（経緯と現状，可能性）

・小松空港を活用したまちづくりについて（ターミナルビ

ル改築，アリーナ構想）

２．安心・安全なまちづくりについて

(1) 下水道分野における新技術の導入について

・下水サーベイランスについて

・汚泥減容化技術の活用について

・新たな取組について

(2) 主要地方道小松辰口線の整備について

・主要地方道小松辰口線（軽海町から遊泉寺大橋間）の交

通安全施設について

・市道遊泉寺中海線の川尻橋について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

3 ○ 中西　肇



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．宿毛市・小松市姉妹都市協定と今後の交流について

(1) 姉妹都市協定について

・姉妹都市提携の目的とその狙いは

・協定後の交流状況は

(2) 今後の交流拡大に向けて

・観光誘客は

・青少年の交流は

２．農山村地域における脱炭素推進活動と荒廃農地有効活用に

ついて

(1) 脱炭素推進活動の取組について

・「ゼロカーボン」宣言後の主な取組は

・その実績，効果は

(2) 早成日本桐事業について

・早成日本桐とは

・実証実験の内容は

・本事業の効果と期待は

・今後の展開は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

4 ○ 深田　博智



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．未来型図書館建設について

(1) 専用駐車場が必要では

・必要となる駐車台数と不足する駐車台数は

・駐車台数に不足がある場合の新たな駐車場の確保は

・駐車場不足がもたらす影響と改善策は

(2) 市民サービスの低下はあるのか

・短期的・中期的な公共サービスの縮減・低下の懸念はあ

るのか

・特に高齢者への社会保障や福祉サービスの低下の懸念は

あるのか

２．高齢者の健康増進の支援について

(1) 千松閣廃止に伴う類似施設の検討は

・代替機能の問題は継続しているのか，終了しているのか

(2) 湯ったりシニアふれあい入浴助成券の拡大は

・今年度の利用者数の状況は

・入浴助成券の利用可能な浴場施設の拡大は

３．能登半島地震による下水道復旧工事について

(1) 下水道工事の発注状況と早期完成を望む

・発注状況と入札不調について

・全ての復旧工事の完成時期はいつか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

5 ○ 村中　洋



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．未来型図書館等複合施設について

(1) 官民連携事業者の選定について

・ＰＦＩ手法・ＳＰＣ方式で行う重要性について

・従来の図書館，公会堂，博物館と本計画との管理費の比

較について

・３年間の開館準備費用について

(2) 債務負担行為に充てる運営費と将来財政状況は

・開館後の財政指標動向について

・総合プロデュース・管理運営者の人材と知恵を生かすた

めの方策や市長の未来型図書館への思いは

２．物価高対策について

(1) 国の総合経済対策と生活の安全保障・物価高対策への対応

は

・国の地域の実情に応じて物価高の影響を緩和する重点支

援地方交付金の拡充について

(2) 小松市の物価高対策として具体的な対応は

・即効性のある事務負担が少ない物価高対策の事業は

・お米券やプレミアム商品券なども考えるのか

３．道路補修管理のための市民からの通報アプリについて

(1) 現状での道路維持管理体制のＤＸ化の推進状況

・パトロール業務のＤＸ化や舗装点検業務のＤＸ化の状

況は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

6 〇 片山　瞬次郎



一括
一問
一答

(2) 道路補修管理のための市民からの連絡アプリ

・ＬＩＮＥアプリを使った市民からの連絡・通報や管理を

容易にするシステムの導入についての考えはあるか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

6 〇 片山　瞬次郎



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．誰もが参加できるスポーツのまちづくり

(1) インクルーシブスポーツの推進について

・障がい者スポーツの推進について

・座位バレーボールについて

・座位バレーボール全国大会の誘致

２．小松准看護学院の安定した人材確保について

(1) 幅広い分野で活躍できる看護人材の育成を目指す取組

・現状，小松准看護学院の地域における役割をどのように

考えているか

・小松市医師会との協議の状況

・入学者確保のための新たな取組

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

7 ○ 斎藤　和美



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．昨今多発する火災被害について

・火災発生の原因は様々であるが検証しながら今後，同様

な事例を未然に防ぐための対策・啓発をどのように行っ

ていくのか

２．未来型図書館について

・そのビジョンがかなり明確になった今，「未来型」の冠

を外し，自由闊達な議論形成を図っては

・今後，事業者選定から建設工事，開館へと進むプロセス

の中で私たちに「どのような図書館を作りたいのか」と

掘り下げる余地はあるのか

・目標来館者数40万人は観光需要があってこそ成り立つ。

「市民の心安らぐ場所」との両立は可能か

・図書館を核として移住・定住・関係人口の増加につなげ

たい思いはあるのか

３．市民活動のこれから

(1) 地域貢献活動団体設立費助成金制度について

・助成を受けた団体数等，これまでの実績と効果は

・令和９年度で制度が終了となる。それに代わる制度設立

のお考えは

(2) 図書館構想には「市民活動の機能の場を合わせ持つ」とあ

る

・ならば，活動の灯を消すことなく，今後ともさらなるバ

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

8 ○ 吉本　慎太郎



一括
一問
一答

ックアップが必要なのではないか

４．今が「勧進帳のふるさと・小松」の分岐点

・中学校古典教室の現状と方向性

・官民一体となって「歌舞伎のまち」を盛り上げ勧進帳上

演を堅持することが肝要ではないか

５．アリーナ構想の今後について

・現状は厳しいが停滞は許されない。未来にどうつなげて

いくのか，市の所見を伺う

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

8 ○ 吉本　慎太郎





令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．未来型図書館等複合施設の整備について

(1) 未来型図書館等複合施設整備費について

・基本計画時の86.3億円から今回105.3億円に増加した理由

と市民負担額について

(2) 特別目的会社が担うＰＦＩ手法による事業について

・図書館は図書館法に基づく社会教育施設であり，市民

学習権を保障するところです。利益を目的とするＳＰＣ

（特別目的会社）が運営する指定管理方式はなじまない

と思う

(3) 未来型図書館の図書館司書の処遇について

・図書館司書は正規で採用されるのか

２．小松市保育行政について

(1) こども誰でも通園制度について

・本制度の実施施設予定数をどのくらいと考えているのか

・現在でも「マイ保育園」や「一時預り利用」がある中で

「こども誰でも通園制度」を事業者が実施する上で必要

な諸準備をどう指導されるのか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

9 ○ 橋本　米子



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．未来型図書館の施設概要及び交通手段について

・施設概要について

・交通手段での自動運転バス活用について

２．防災体制の整備について

・災害時における公民館等地域コミュニティの活用につい

て

・災害時のドローンの活用体制整備について

・トイレカーの導入について

３．空き家の利活用促進について

(1) 空き家活用での移住定住について

・空き家利活用促進と空き家補助金の現状について

・特定地域づくり事業協同組合などとの連携について

４．高齢者見守り支援について

・本市の見守り支援事業の内容，状況について

・本市の見守り支援の充実について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

10 ○ 東　浩一



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．未来型図書館の債務負担行為について

・ＰＦＩ手法について

・債務負担行為の中身について

・管理運営費について

・来館者数40万人について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

11 ○ 高野　哲郎



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．債務負担行為　未来型図書館等複合施設費について（17,44

5,000千円）

(1) 本市の財政状況について

・市債残高について

・上下水道事業について

・市民病院建設について

・今後の大型投資計画について

・金利や給与が上がる時代へ

(2) 未来型図書館等複合施設について

・来館者数40万人及び駐車場について

・施設整備費について

・管理運営費について

・他事業への影響や，市民サービスの低下及び受益者負担

増等の懸念について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

12 ○ 新田　寛之



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．教育行政について

・保護者対応について

２．乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）について

・概要について

・今後について

３．物価高騰対策について

・重点支援地方交付金について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

13 ○ 木下　裕介



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．社会全体でケアラーを支える必要性について

(1) ヤングケアラーについて

・ヤングケアラーの実態把握と早期発見体制の強化につい

て

・支援につなぐための相談体制・支援窓口の明確化につい

て

(2) 家庭内で介護を行うケアラー支援について

・ケアラー支援の必要性は

・ケアラー支援を主体とした相談窓口・支援体制の整備

(3) 地域で高齢者を支えるケアラー支援について

・地域サロンなどの担い手の高齢化・負担状況の本市の把

握

・地域ケアラー支援の必要性の考えは

・ケアラー支援の条例や制度の創設を提案

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

14 ○ 木村　賢治



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．獣害(イノシシ)駆除について

(1) 現状と駆除方法について

・農業等の被害額は

・10年間の捕獲頭数の推移は

・駆除の方法は

(2) 狩猟者について

・登録者数は

・狩猟免許取得者の内訳は

・取得者の最年少と平均の年齢は

・資格取得までのプロセスは

・資格取得への支援は

・猟友会登録時の費用負担は

・駆除の報酬は

(3) 捕獲後の取扱いについて

・処理方法について

・ジビエアトリエの現状は

・当初の目標値との整合性は

(4) 捕獲頭数を増やすための今後について

・特産品への取組と販路拡大の考え方は

・狩猟者登録を増やす施策は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

15 ○ 吉村　範明



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．地方議員の報酬について

(1) 本市の議会費の割合について

・過去15年間の経緯は

(2) 本市大卒職員の初任給の推移は

・過去15年間の経緯は

(3) 議員の特別職報酬等審議会について

・審議会開催の流れについて

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

16 ○ 宮西　健吉



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．未来型図書館の整備と運営戦略について

(1) 目標来館者数40万人について

・来館目標数の根拠について

・既存施設の来客数

・集客の核となる要素

・サイエンスヒルズ等の既存施設との差別化と相乗効果

・来館のための移動手段の確保

(2) 開業に向けた広報戦略

・来館を促すために今から始められること

・情報収集ルートの多様化と発信手段の一本化

(3) 「未来型」と「未来」

・「未来型」の定義と市民への浸透

・人口減少と図書館の未来

２．2040年に向けたデジタル化とＡＩ利用

(1) 小松トチポとマイナポイントで家計を応援事業について

・現在の申請状況について

・今後の課題と対応

(2) ペーパーレス化の方針と現状

・現在の方針

・現状

・局所的に紙を利用する業務への対応

・2040年を見据えたペーパーレス化のロードマップ

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

17 ○ 吉柴　文悟



一括
一問
一答

(3) ＡＩ利用の今後

・市役所のＡＩ利用方針と利用ツール

・問い合わせ対応への導入

・広報業務への活用

・2040年に向けて，今できること

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

17 ○ 吉柴　文悟



令 和 ７ 年 第 ５ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．歌舞伎のまち小松について

(1) 橋北地区曳山保存展示施設について

・協議会の内容

・課題

・整備の進捗は

２．告示後住宅について

(1) 85ＷＥＣＰＮＬ地域について

・現状について

・順番について

３．社会科見学について

(1) 小学校中・高学年について

・現状

・課題

・今後について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

18 ○ 濵口　淳也


